
体験型教育観光についての提言

新田時也

A Proposal Concerning Experiential Type Education Sightseeing

 

Tokiya NITTA

 

Abstract
 

Recently,the business of experiential type education sightseeing is actively done in various municipalities.In this
 

paper,the author proposes the business as it ought to be,through a case of experiential type education sightseeing
 

executed in Yui.

1. 問 題

昨今，「体験型」を「売り」とする教育観光の事業が，

各地の自治体で盛んに行われている．われわれの住まう静

岡市でも，その傾向は顕著に見受けられる．というより

も，本市においては，全国に先んじて，体験型教育観光を

実践しているという実績があり，その中心の団体は，著者

が先の著述物 で紹介しているが，「静清教育旅行誘致協

議会」である．当該団体は，旧清水地区，旧静岡地区の観

光産業を活性化しようと，平成７(1995）年に発足した民

間の集まりであり，既に，十年近い活動実績がある．本小

論では，当該団体の学識経験者の立場にある著者が，当該

団体と共に教育観光誘致を行った経験を通して，体験型教

育観光のあり方についての提言を行う．

2. 体験型教育観光の事例

そもそも「体験」とは，「自分が身をもって経験するこ

と．また，その経験」 のことであり，自らが積極的な経

験を通して得た，貴重な知識である．すなわち，体験型教

育とは，教育的に有益と考えられる知識を，体験を通して

子供たちに身につけさせようとする手法であり，体験型教

育観光は，子供たちに非日常の世界を体験させることを目

的とした事業であると，著者は考えている．たとえば，都

市に住む子供たちを農漁村に引率し，農作物の植え付けや

収穫，水産物の水揚げの様子などに触れさせることで，食

の生まれる現場を理解させ，食の大切さを，身を持って理

解させようとする事業である．

このような事業を利用した教育活動は，現在，「総合的

な学習の時間（以下，総合学習）」 として，小中高で実施

されている．総合学習の目的は，「自ら課題を見付け，自

ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決

する資質や能力を育てる」，「学び方やものの考え方を身に

付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的に取り組む

態度を育て，自己の生き方を考えることができるようにす

る」，および，「各教科，道徳及び特別活動で身に付けた知

識や技能等を相互に関連付け，学習や生活において生か

し，それらが総合的に働くようにする」ところにあり，そ

のためには，「自然体験やボランティア活動などの社会体

験，観察・実験，見学や調査，発表や討論，ものづくりや

生産活動など体験的な学習，問題解決的な学習を積極的に

取り入れること」を配慮するべきであると考えられてい

る．その意味では，事業としての体験型教育観光は，総合

学習における教育活動として有益な方法であり，多くの学

校が利用している．

さて，駿河湾に面した由比漁港では，今年度から，体験

型教育観光を受け入れている．この事業は，静清教育旅行

誘致協議会の事務局長である宮城島史人氏と著者が，由比

港漁業協同組合（宮原淳一組合長）に提案し，実現したも

のである ．そのねらいは，観光事業を通して地域の活性

化を考えるところであるが，教育の立場からは，都会の子
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供たちに魚のさばき方や定置網からの水揚げを見学させる

ことで，海から食の埋められる現場を体験させるところに

あり，いわゆる，食育の学習を目指している．本稿末尾に

掲載されている資料1に見られる通り，「児童は今まで，海

水浴，海釣りや潮干狩りなどレジャーとして（海を：著者

注）体験しているが，実際に漁港を訪れて見学などをほと

んどしていない．非常に今回の体験学習を楽しみ」にして

おり，このような体験を通して，「副読本・ビデオ・教科

書等で学習していたものが実際に体験できる利点」，「漁港

で働いている人達との交流ができるために，生きた学習」，

そして，「情操的な効果」として，「地域や仕事の違いを理

解しながらひとりの人間として成長できるきっかけ」をつ

くってほしいという教諭の方からの熱い御意見・御感想が

ある． 同じく，本稿末尾に掲載されている資料２では，

この事業についての詳細が紹介されており，著者は，その

中で，「体験学習は児童の情操面や食育，また，（体験）発

表能力の伸長に効果がある．社会の成り立ちの一つとし

て，児童が漁業の実情を体験することは貴重だ．こうした

体験を含めた教育・観光などは，地域の活性化にもつなが

る」と，指摘した．

3. 提 言

前節で紹介した事例と，それに関連する資料を通して，

著者は以下の諸点を提言したい．

(1) 体験型教育観光の事業化について

体験型教育観光需要の調査；

提供を考えているプログラムが，果たして，学校側の需

要を満たすものであるのか，学校側は，どのようなプログ

ラムを望んでいるのか，ということについてのサーベイが

事前に行われないと，折角のプログラムも活用されなくな

ってしまう．そのためにも，web調査やモニター調査を

通して，需要側の嗜好を正しく掴むことが，第一に，必要

であろう．

体験する学校側との密なる打ち合わせ；

学校側の需要を掴むということは，学校側の教育の意図

に沿ったプログラムを用意するということであり，すなわ

ち，体験型教育プログラムを用意する場合には，小中学校

のカリキュラム構成を，こちら側が明確に把握しておく必

要がある．

(2) 体験型教育の方法について

双方向的体験型教育プログラムの確立；

次に，体験をさせる方法としては，プログラムの内容

を，実際に子供たちが手に触れる体験が最も教育効果を高

めると思われる．たとえば，石垣イチゴ観光では，定植の

プログラム化を計画している ．石垣イチゴを通して，都

会に生活する人々に，久能の歴史と駿河湾の自然に触れて

いただき，都会の生活では忘れかけている「生きる」とい

う営みを思い起こしてほしいという希望で，このような計

画を企てている．実際に，自分の手でイチゴの苗を石垣に

植え込みを行いながら，農園主の方々とのコミュニケーシ

ョンをとる中で，なぜ，久能に石垣イチゴが名産となった

のか，その歴史などを学習してもらえばと考える．そのた

めにも，農園主の方々との，双方向的な体験が，非常に効

果的であり，体験型教育観光は，更に，双方向的になって

いくべきであると考えている．

専門家集団との連携；

教育効果を高めるためにも，体験型教育観光を推進し，

そのプログラムを計画するには，教育学を専攻とする専門

家との連携が必要であろう．本市内においても，複数の大

学機関に教育学の研究者が籍を置いているので，われわれ

観光を研究の対象とする者と教育学の研究者の方々に，そ

のアドバイザーとしての役割をお願いしてはいかがであろ

うか．また，学校法人東海大学グループ内には，福岡短期

大学に「観光文化研究所」がおかれているので，当該研究

所との連携も考えるべきであると思う．

ここに掲げた項目以外にも，たとえば，「ホスピタリテ

ィの充実」や「海外からの誘致計画」などが，上げられよ

う．特に，海外の子供たちを教育誘致する場合には，国際

情勢の要因が大きく関わることになりやすいので，より慎

重な取り組みが求められるだろう．

このような地域振興は，官や学の主導ではなく，民の自

発的な活動を通して実現されることが最も健全であると，

著者は考えている．すなわち，著者は，地域振興における

官学の役割として，あくまでも民の活動のサポート（裏

方）に徹すべきであると考える．

注

1) 拙稿「教育旅行誘致の意義とその方策に関する一考察―

静清教育旅行誘致協議会の事例研究を通して―」（東海大

学海洋学部，東海大学紀要海洋学部，『海―自然と文化』，

第２巻第２号，63-75頁，2004年11月）を参照されたい．

2) 新村 出編『広辞苑 第四版』，1995年，p.1539，から

引用．

3) 以下，「」内は，「小学校学習指導要領（平成10（1998）

年12月告示，平成15（2003）年12月一部改正）」から引用．

4)「由比漁港 職業体験の観光地に 魚仕分け 漁船乗船」

（静岡新聞，夕刊，2005年１月21日付）を参照されたい．

5) この計画は，久能苺狩連絡協議会の前会長である川島正

己氏と著者の間で作成されたものである．

東海大学紀要海洋学部

新田時也



体験型教育観光についての提言

Material 1 A typical answer from the school that did experiential type education sightseeing in Yui fishing port
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Material 2 A newspaper article that tells of the experiential of education sightseeing for elementary
 

school to visit Yui fishing port
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要 旨

昨今，体験型教育観光の事業が，各地の自治体で盛んに行われている．本小論では，由比で実施されている事業を事例

として，そのあり方についての提言を行う．
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